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1-1-1
理念・目的・育成人材像は定められ
ているか

1-1-2
育成人材像は専門分野に関連する
業界等の人材ニーズに適合してい
るか

1-1-3
理念等の達成に向け特色ある教育
活動に取組んでいるか

1-1-4
社会のニーズ等を踏まえた将来構
想を抱いているか

2-2
運営方針は定められているか 3

2-3
事業計画は定められているか 3

2-4-1
運営組織や意思決定機能は、効率
的なものになっているか

2-4-2
学校運営のための組織を整備して
いるか

2-5
人事や賃金での処遇に関する制度
は整備されているか

2

採用計画と人材育成のための研修は、システムとして確立され、有効に機能してい
る。
採用にあたっては、学園本部が中心となり、採用広報や、採用試験を実施してい
る。
また、その後の教職員の育成には、OJT制度をはじめ職階に応じた研修を整備し
ている。
そして、全教職員は目標管理制度に基づき、成果に応じた人事や賃金決定が行わ
れている。

数字目標を達成する過程の業務や、数字だけでは評価できない業務（例えば、入
学式・卒業式担当、行事担当、学生挨拶推進担当、清掃運動担当など）も過程を評
価できるようプロセス評価を導入している。
目標は常に、健全な学校運営・学科運営を実現できているかという視点で立て、評
価も公平に行い、学校・学科の成長と教職員の成長に結びつくようにしている。
また、職員の職場に関するアンケートも実施。理念、目標の理解度や、職場満足
度、各自の希望などの項目でアンケートを取り、その結果を受けての、職場環境の
改善にも着手している。

2-6
意思決定システムは確立されてい
るか

3

意思決定に関しては、重要事項の優先順位と対応する機関が明確である。毎年事
業計画を基にした組織と意思決定システムを連動させることで、目標志向性の高い
組織運営が行われている。
また、会議の進め方、結果の取り扱いを重視している。
常に『何のため』を意識して会議を実施しており、議論に必要となる資料は、担当者
が事前にデータ分析などを行い、準備している。また、会議で決定されたことは次
回の会議で進捗状況を振り返ることで、
漏れや遅滞を出さないよう工夫している。

会議の構成は以下の通り。
１．法人理事会・評議員会 ：最高決議機関
２．学校戦略会議 ：運営方針の起案会議
３．法人学校運営会議 ：運営方針の問題を発見・対策立て会議
４．運営会議 ：学校の目標達成に向け、発生する問題解決会議
５．学校全体会議 ：決定事項の周知
６．学校学科会議・部署会議 ：部署の問題解決会議
７．グループ各委員会会議（広報委員会・総務人事委員会・就職委員会・国家試験対策委員会・広告
倫理委員会・個人情報保護委員会・学科別教育研究委員会・災害対策委員会・カウンセリング委員 会・オリ

エンテーション委員会）

８． 様々なプロジェクトの会議

2-7
情報システム化等による業務の効
率化が図られているか

3

専門学校基幹業務システム（IBM社製ⅰ５（アイファイブ）上に構築）により管理して
いる。
管理項目は以下の通り。
①学籍簿管理 ②時間割管理 ③成績・出席管理 ④学費管理 ⑤入学希望者及
び入学者管理 ⑥各種証明書管理 ⑦求人企業管理 ⑧就職管理 ⑨卒業生管
理 ⑩学校会計システム ⑪人事・給与システム ⑫ファームバンクシステム ⑬研
修旅行管理システム ⑭寮管理システム ⑮健康管理システム 等により構築され
ている。

特に、学生の教育・就職・学費入金等、学生に関わる情報処理についてはすべて
一元化された運営を行っており、学生情報にブレがないようにシステム構築をして
いる。そのことが、退学防止、就職支援へとつながっている。

3.0

事業計画の構成
①組織目的（普遍的に学校が目指す開校、組織運営の目的）
②運営方針（中期的に組織として目指していく方針）
③実行方針（中期的な組織の運営方針を実現するための単年度の方針）
④定量目標（受験者、教育成果（中途退学防止、欠席率、資格取得数、就職率、専門就職率等）
⑤定性目標（人材育成や組織あり方等定性的な目標についての単年度目標）
⑥実行計画（その方針を実現するための詳細な計画）
⑦組織図（単年度）
⑧職務分掌
⑨部署ごとの計画及びスケジュール
⑩附帯事業計画
⑪職員の業績評価システム
⑫意思決定システム
⑬収支予算書（5ヵ年計画）

学校関係者評価委員氏名 【 】
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法人としては、事業計画・運営方針を定めることを最も重要視している。その意識で
毎年、法人として事業計画・運営方針を定めている。
明文化、文章化され定められた事業計画・運営方針を基に、学校運営に関わる全
ての人に周知徹底すること、そして、共感してもらうことに、年間通じ力を入れてい
る。

作成した事業計画は、各種の研修（教職員・講師）、会議（運営会議・学科会議・課
別会議等）で行い、全教員が納得して学校運営に携わる環境作りをしている。
このことが、学校･学科の教育成果に繋がっていると考えている。常に市場ニーズ
に対応した事業計画・運営方針をこれからも作成するように努めている。

学校法人 滋慶学園 東京ベルエポック製菓調理専門学校 学校関係者評価委員会 会議資料

【平成26年6月19日実施】

特記事項（特徴･特色･特殊な事情等）点検・評価項目 自己点検・自己評価項目総括 学校関係者評価委員よりの御意見大項目
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学校運営にあたり、一番大切にしていることが、ミッションと理念である。
これを基に、作成している事業計画があるからこそ、健全な学校運営ができてい
る。
事業計画で考える中期計画は、学校の未来を表現したものであり、そこで考えられ
た組織目的、運営方針、実行方針、実行計画が学校の成長につながってきた。
また理念、経営者の言葉、学校の考え方や組織文化を、さまざまな形で文書化し、
組織内に浸透させるとともに、新たに組織に入ってくる人にも外部にもわかりやすく
示していくことにかなりの力を注いでいる。
このことが、学園、学校の活性化につながっていると考える。

意思決定に関しては、重要事項の優先順位と対応する機関が明確である。毎年事
業計画策定という厳しい作業があることで、目標志向性の高い組織運営が行われ
ている。

3

学校法人滋慶学園は「職業人教育を通して社会に貢献していく」ことをミッション（使
命）にしている。
建学の理念①実学教育 ②人間教育 ③国際教育を実践し
４つの信頼 （①学生・保護者からの信頼 ②高等学校からの信頼 ③業界からの
信頼 ④地域からの信頼） を得られるよう学校運営をしている。

建学の理念に基づいて、東京ベルエポック製菓調理専門学校は顧客の多様な個
性に対応できる食と健康の総合コーディネーターを養成することを開校の目的に掲
げている東京ベルエポック製菓調理専門学校は、入学前から卒業後に至るまでの
『体験しながら学ぶ』※1教育プログラムを通じて、『やる気』と『働く意欲』を失わず
食分野で長く活躍する人材を養成することを開校の目的として掲げ学校運営をして
いる。

3.03

部署内の連携については、定例化されているが、部署や役割を超えたコミュニケー
ションの機会設定については、日常業務とのバランスを加味しながら改善したい課
題がある。


